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十
九
世
紀
末
葉
の
人
口
論
者
ハ

セ

ン

に
就
い
て

ン

青

雄

主主

手口

序

説

、

当

'
h
!
:
:
・

1
i
;ー
{

3

1
7
l自

F
J
ν
H
M
r
i
y到

1
t，u仰
に
u
c
ξ

、
、
P

J

M

2

4

+

『
l

e

-

、
]
、
・
l
z
d
F
刷、“

ノ
/
品
ノ
色
白
斗
i
仁

f
ド

-
A
f
[
=
F
L一一向

と
臨
し
、
一
同
氏
の
繁
栄
と
倒
的
の
関
川
な
探
究
せ
ん
が

腐
の
一
試
論
」
と
刷
、
問
せ
る
著
れ
を
溌
表
し
て
、

叩
州
雛
怠
る
時
局
に
針
成
す
べ
き
方
策
を
考
同
λ

せ
る
が
オ
ル
グ
・

ハ
ン
セ
ン
博
士

ロ「
-Qg-吋
国

E
自
ロ
は
蕊
に
問
問
料
さ
る
ぺ
き
時
機
に
際
合
し
て
ゐ
る
と
謂
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

十
九
世
紀
木
葉
の
人
口
論
者
で
あ
る
我
が
ハ
ン
セ
ン
は
世
に
徐
り
知
ら
れ
て
居
ら
友
い
。
之
を
十
八
肘
紀
木
か
ら
十
九
世
紀
初
に

掛
け
て
の
人
口
論
者
マ
ル
サ
ス

の
盛
名
に
比
較
す
る
と
、
懸
隔
の
甚
だ
し
き
を
慨
嘆
さ
せ
ら
れ
る

↓・】向・
]
t
円

M
H
一
子
白
山
(
戸

g
A
M
H
R
E
)

ば
か
り
で
あ
る
。
先
に
7

ル
十
ス
の
生
誕
百
五
十
年
を
記
念
し
た
る
我
国
の
人
口
論
界
は
鵜
て
は
百
年
忌
マ
ル
サ
ス
研
究
で
以
て
彼

L
」
訣
別
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
的
、
来
し
て
誰
u
q
一
以
て
現
代
的
人
口
論
を
説
か
ん
と
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

若
し
偉
人
の
記
念
と
一
玄

ふ
や
う
な
こ
と
が
意
味
あ
り
と
す
一
心
ぱ
、
必
に
問
題
と
す
る
ハ
ン
セ
ン
の
如
き
は
其
の
著
作
設
表
後
の
五
十
年
を
以
て
一
時
期
を
劃

さ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
だ
ら
う
。

十
九
世
紀
末
葉
白
人
口
論
者
ハ

y
セ

y
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

六
コ
一
五

第
四
競

O 
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十
九
世
紀
末
棄
の
人
口
論
者
A

Y

セ
ン
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

プて

プて

第
四
競

C 
E日

さ
れ
ば
一
九
一
五
年
三
月
此
蓄
の
復
刻
版
刊
行
に
際
し
て
序
文
国
頭
に
ク
レ
1
7
I
F【
5
=
F
E
E
-】
4
2
=
E
-
(
Z
4
N
!

大
戦
の
買
只
中
に
於
て
弐
の
如
〈
臼
ふ
。

「
凡
そ
書
物
の
運
命
程
世
に
も
惨
い
も
の
は
他
に
絵
り
類
例
が
無
い
で
あ
ら
う
。

元
来
書
籍
は
人
間
し
」
は
同
突
っ
て
、

血
相
令
世
人
か

ら
不
山
首
在
る
取
扱
を
受
け
よ
う
と
も
、
直
ち
に
方
上
っ
て
之
に
反
駁
す
る
口
宇
一
持
た
左
い
か
ら
、
全
ぐ
人
心
の
注
意
間
外
に
泣
き
去

H
K喰
っ
て

共
蓄
が
酔
問
然
亭
く
べ
き
壮
合
的
評
慎
さ
へ
興
へ
ら
れ
山
場
合
が
あ
っ
て
も
、

凡
土
〈
如
何
と
も
到
し
難
い
の
で
あ
る
c

併
し
斯
様
壮
心
開
山
地
下
仰
な
比
一
収
的
仰
い
時
間
に
川
町
山
じ
何
等
の
反
響
も
見
ら
れ
胞
に
し
て
も
、

次
い
で
来
る
長
年
月
の
時
代
的
野
遼

が
見
舞
ふ
と
、
今
度
は
世
人
の
方
が
往
々
に
し
て
嬰
化
し
て
了
ひ
、
昨
日
目
枝
葉
末
節
の
如
〈
忠
は
れ
た
も
の
を
、
今
円
は
熱
狂
的

な
る
齢
制
呼
の
嵐
を
以
て
迎
へ
る
と
い
ふ
と
と
す
ら
有
り
得
る
の
で
あ
る
。
」

然
る
に
欧
洲
の
天
地
を
震
撚
せ
し
め
た
第
一
a

次
世
界
戦
手
の
時
か
ら
、
早
く
も
四
半
世
期
の
星
痛
を
閲
L
た
今
日
に
於
て
、
再
ぴ

西
欧
の
空
模
様
は
風
雲
念
た
る
を
田
山
は
し
め
る
も
の
が
あ
る
に
も
拘
ら
十
、

ク
レ
1
7
1
の
糾
す
る
が
如
き
時
代
的
努
化
が
何
故
に

ハ
ン
セ
ン
設
の
評
債
を
高
揚
せ
し
め
得
・
泣
い
の
で
あ
ら
う
か
。

ハ
ン
セ
ン
の
人
口
論
に
就
い
て
は
別
に
設
〈
と
し
て
、
滋
で
は
唯
ハ
ン
セ
ン
の
侭
記
の
不
詳
が
共
の
人
口
論
の
普
及
を
妨
げ
た
も

の
と
し
て
、
彼
の
一
略
停
に
就
い
て
研
究
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

共
放
に
吾
々
は
先
づ
既
往
の
ハ
ン
セ
ン
設
紹
介
に
於
け
る
原
著
者
へ
の
一
無
理
解
を
指
摘
し
、
吹
い
で
溌
見
さ
れ
た
る
略
偲
を
記
述

し
、
之
と
著
作
と
の
関
係
を
論
詮
す
る
と
と
に
依
り
、
今
ま
で
暗
黙
裡
に
葬
り
去
ら
れ
ん
と
し
で
居
だ
著
作
の
運
命
を
打
開

L
、
云

は
ピ
新
し
い
解
俸
の
下
に
本
著
を
見
直
し
た
い
と
庶
幾
ふ
の
で
あ
る
o
従
っ
て
吾
々
は
著
者
の
死
後
殻
十
年
を
語
り
、
誕
生
百
何
年
祭

)は
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を
数
へ
M
V

も
の
で
は
友
く
、

瓦
十
年
以
前
に
何
庭
か
ら
か
知
ら
ぬ
が
、
既
に
ド
ナ
ウ
河
畔
の
ノ
イ
プ
ル
グ

Z
。
ロ
ヴ
百
四
回
ロ
牛
2
同

)
C
E
m
w
g

に
移
り
住
ん
で
居
た
ハ
ン
セ
シ
が
多
一
年
考
究
の
結
山
市
議
表
せ
る
人
口
論
著
を
記
念
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
り
、
其
が
五
十
年
経
過

後
の
今
日
に
於
て
も
満
生
々
た
る
刺
戟
を
五
口
々
に
輿
ヘ
ダ
の
は
何
故
で
る
ら
う
か
と
忠
ふ
の
徐
り
、
敢
て
彼
の
生
涯
を
探
索
し
、
彼

の
呼
吸
せ
る
時
代
を
偲
ん
で
見
た
い
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
初
め
て
文
は
人
た
り
と
い
ふ
比
品
川
の
如
く
、
著
作
を
一
一
誠
む
に
連
れ
て
次

第
に
著
者
の
風
絡
が
明
瞭
に
な
っ
て
、
遂
に
は
よ
り
多
〈
の
護
者
を
惹
す
付
け
て
此
の
人
口
論
に
興
味
k
r
u

健
か
せ
る
に
至
る
で
あ
ら

う
と
確
信
す
る
弐
第
で
あ
る
。

一
一
原
著
者
未
詳
な
る
事
由

ap札
刊
川
J

、

E
慨
が
わ
川
υ
ト

ノ

，
，
，
〉
2

白

i

ン
ペ
〉
げ
弔
刊
に
刻
い
V

て
止
制
科
称
介
在
試
み
た
人
物
は
ロ
ウ

jp

ユ

「
O
R
r
W
2
2
E
E
E

-
司」
巳
ご
包
∞

(
日
∞
台
!

、、〆

ー古川

島

っ
た
。
之
は
原
著
後
行
の
翌
年
一
八
九

O
年
秋
の
雑
誌
に
於
て
日
あ
勺
て
、
被
は
桜
力
こ
の
著
書
の
推
賞
に
努
め
、
弱
め
に
敬
一
民
を

割
い
て
論
じ
て
ゐ
る
位
で
る
る
か
ら
、
山
間
同
然
に
ハ
ン
セ
ン
の
素
性
に
就
い
て
は
知
悉
し
て
居
る
舎
で
あ
る
の
に
、
何
故
か
此
事
に
闘

し
で
は
一
言
も
鯛
れ
て
居
ら
な
い
黙
よ
り
見
れ
ば
、
或
は
著
者
を
語
る
必
要
を
認
め
友
か
っ
た
の
か
、
悲
し
〈
は
著
荷
を
知
ら
や
と

も
著
書
の
紹
介
に
は
差
支
友
い
と
の
見
解
の
兆
候
と
も
見
倣
さ
れ
て
、
頗
る
興
味
深
い
事
責
で
る
る
Q

突
に
ハ
ン
セ
ン
設
を
利
用
し
宣
停
す
る
に
(
究
は
迷
彩
的
結
果
に
な
っ
た
の
だ
が
)
興
っ
て
力
の
あ
っ
た
所
の
ア
ン
モ
ン

。=c
p
E
ョ。=

(
】
∞

s
g
Z
)
も
共
の
著
蓄
に
於
て
は
ハ
ン
セ
ン
の
出
身
を
全
く
問
題
と
は
し
て
居
ら
左
い
。
唯
最
後
に
ハ
ン
セ
ン
・
ア

y

モ
ン
設
の

統
計
的
批
判
を
試
み
た
る
ク
ッ
チ
ン
ス
キ
ー

)
の
指
摘
せ
る
所
に
依
れ
昨
、

恐
ら
〈
営
時

-ハロ円ミコぽ
r
r
同
内

c
r
oユ
戸

山

2】
臥
(
-
∞
叫
白
l
i

十
九
世
紀
末
葉
の
人
口
論
者
ハ
ン
セ
y
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

プて

七

第
四
披

O 
五
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十
九
世
結
末
葉
白
人
口
論
者
ハ
Y

セ
ン
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

t
F
凶
披

0 
7す

六
三
八

の
農
業
雑
誌
上
の
論
文
又
は
パ

1
デ
ン
地
方
新
聞
紙
上
の
記
事
に
於
て
、

ア
ン
モ
ン
は
ハ
ン
セ
ン
を
ハ
今
ル
グ

-
H
P
E
t
z
「
向
生
れ

の
既
に
逝
け
る
経
済
局
一
a

者
以
ク
オ
ル
ク
・
ハ
ン
セ
ン

C
S『
山
口

E
E
2
2
g
u
1
g
uど
と
閉
山
ひ
誤
っ
て
居
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
一
山

者
は
頗
る
混
同
さ
れ
易
い
と
見
え
て
、
ロ

Eωω
告

を

E
5
5
d
と
綴
っ
て
出
る
文
献
も
少
な
か
ら
や
見
交
け
九
れ
る
の
で
あ
る
が
‘

出
品
夜
中
北
市
民
家
と
し
て
有
名
な
図
書
留
空

の
数
多
き
著
作
中
に
は

ピ一
o
E
E

』甘さ一
r
2
E
d
間
宅
ロ
p
z
た
る
人
口
愉
蒋
が
見
出
さ
れ
左
い

ば
か
り
百
な
く
‘

同
け
戸
田
一
}
凶
ゆ
】
戸

に
静
若
山
日
v
昨
a

に

(/) 

の
著
作
怠
る
長
北
山
札
前
例

百
四
円
四
己
曲
目
印
コ

b

-

4

1

 

辺
亡
=
釦
=
=
-
t
=
z
m
u

-

B

 

E
同
『
S
-
【

戸

田

M
F
F
W阿
国

α"し

=σ

C
 

!吋
カτ

:!:~ 

~'l­

居
る"'抑i

喜正
か
ら
推
佐野
-j-
7，1-

tr 

乙
の
一
刷
者
の
同
一
人
に
非
ぎ
る
こ
と
は
既
に
明
什
で
あ
ら
行
。

咋
叫
則
る
混
同
の
依
っ
て
来
る
所
以
は
コ
凶

E
g
を
等
し
く
ハ
ン
セ
シ
と
叩
ぴ
、

ハ
ン
ゼ
ン
と
』
悶
ま
な
か
っ
た
知
に
あ
る
で
あ
ら
う
と

判
断
さ
れ
る
に
過
密
紅
い
の
で
あ
芯
。

此
際
に
於
て
ク
ッ
チ
シ
ス
キ
ー
に
依
っ
て
指
摘
さ
れ
た
る
事
責
は
、
前
後
数
同
に
亙
る
斯
説

紹
介
の
文
献
中
に
殆
ん
ど
燭
れ
ら
れ
友
か
っ
た
貼
で
あ
る
だ
け
に
、
頗
る
花
目
に
促
す
る
と
共
に
、
同
氏
の
比
較
的
厳
密
在
る
立
場

を
ポ
す
も
の
で
も
あ
ら
う
。
即
ち
タ
ッ
チ
ン
ス
キ
ー
の
著
書
の
政
行
さ
れ
た
る
一
八
九
七
年
岱
時
に
於
て
、
問
題
の
ハ
ン
セ
ン
は
ミ

ユ
ン
へ

Y

の
園
立
闘
書
館
に
丈
書
官
と
し
で
健
布
で
あ
っ
た
と
一
五
は
れ
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

北
ハ
後
再
び
原
著
者
を
理
解
し
て
之
を
粉
介
せ
ん
と
試
み
た
る
者
友
〈

原
著
名
刊
に
針
す
る
い
県
叫
が
続
け
ら
一
れ
て
行
っ
た
の
で
あ

る
。
就
中
此
著
の
複
刻
者
ク
レ

1
7
l
の
責
任
は
可
成
り
京
大
だ
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
川
地
に
彼
の
場
合
宇
一
幾
分
委
し
く
評
論
し
て

見
ょ
う
。

一
九
一
五
年
復
刻
版
を
第
一
版
と
同
じ
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
於
て
後
行
せ
る
ク
レ

1
7
1
は
ス
ト
ッ
ツ
ガ
ル
ト
南
郊
ホ

l
ヘ
ン
ハ
イ
ム

高
等
農
業
率
校
に
奉
職
し
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
、

共
の
ウ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
に
相
隣
れ
る
シ
ユ
可

l
ベ
ン
州
の
ノ
イ
フ
ル
グ
で
二
十
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•• Bacli討cheLancleszeitung rJ KaTlsruhe， den 30. Ivlai， J¥rr. 125 1. Blatt 
G. Han措 n，a. a. O. S. 97. 
Kuczynski， a. a. (). S. 76， (脚註参照) Wie ich erfCl hrr~， lebt Georg I-Ian時 n
trotzdem als R~ich .，;archivassessor in Munchen. 
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五
年
前
の
ハ
ン
セ
ン
の
行
方
を
確
か
め
る
事
は
頗
る
容
易
在
る
に
も
拘
ら
宇
、
彼
は
之
を
尽
さ
友
い
ば
か
り
で
友
く
、

北
ハ
の
序
文
中

に
は
徒
ら
に
大
戦
の
動
乱
最
中
に
於
け
る
ハ
ン
セ

y

誌
の
意
義
辛
一
強
張
ナ
る
の
み
で
、

ア
ン
モ
ン
や
ワ
グ
ナ

1
共
他
の
斯
設
へ
の
反

叫
訓
者
を
掲
げ
乍
ら
‘
何
故
か
ク
ッ
チ
ン
ス
キ
ー
の
名
P
一
逸
し
て
居
る
。
営
時
は
た
戟
勃
愛
し
て
八
ヶ
月
日
で
あ
る
か
ら
、
或
は
人
物
考

需
の
徐
裕
が
友
か
っ
た
と
は
云
へ
、

タ
ッ
チ
Y

ス
キ
ー
の
反
駁
虫
日
は
ク
レ

1
7
1
の
複
刻
序
文
に
た
だ
つ
こ
と
十
七
年
半
前
で
は
あ

る
が
、
著
作
の
場
所
で
云
へ
ば
恰
皮
ク
レ
!
?
I
の
場
合
と
逆
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
書
か
れ
、

ス
ト
ッ
ツ
ト
ガ
ル
ト
で
褒
行
さ
れ
て
居

り
、
執
れ
に
し
て
も
さ
う
港
隔
の
地
で
は
友
い
か
ら
、
苛
〈
も
ハ
ン
セ
ン
の
複
刻
版
を
出
せ
る
彼
が
之
を
知
ら
友
か
っ
た
筈
は
な
い

で
る
ら
う
。
若
し
さ
う
と
す
れ
ば
ク
レ
!
?
ー
の
一
ク
ヴ

*
 

チ
ン
ス
キ
l
(
首
時
は
恐
ら
く
伯
林
に
居
た
で
あ
ら
う
か
)
無
品
川
は
全
く
故
怠

で
あ
っ
た
と
見
倣
さ
れ
得
よ
凹
つ
。

川
叫
の
抑
止
府
指
白
拡
合
政
ヅ
に

A
O忠
白
書
に
汁
寸
P
D
姉
州
山
な
る
一
以
限
計
九
佐
川
似
し
七
日
ら
桜
川
礼
者
ト
ド
.
応
評
詐
〈
mu

昨
併
を
球
め
る
と

と
は
、
一
五
は
ピ
木
に
傍
り
て
魚
を
求
ひ
る
に
も
似
た
困
難
を
作
み
で
あ
ら
う
。

主
門
々
は
こ
の
ク
レ

1
7
1
の
態
度
を
不
可
解
と
忠
ふ

と
共
に
、
首
時
に
於
て
恐
ら
く
ハ
シ
セ
ン
は
既
に
他
界
し
て
居
た
の
で
も
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
て
、
唯
と
こ
の
原
署
宥
の
数
奇
在
る

運
命
を
偲
ぶ
ぽ
か
り
で
あ
っ
た
。

我
闘
に
於
け
る
ハ
ン
セ
ン
設
の
長
初
の
紹
介
者
で
あ
る
米
問
先
生
は
、
共
の
出
身
に
闘
し
で
も
庇
鞭
を
清
け
ら
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
製
者
ハ
ン
ゼ
ン
は
甚
だ
興
味
あ
る
研
究
を
公
け
に
し
た
と
遁
ぺ
ら
仏
、
斯
設
の
概
要
を
も
説
明
し
て
庇
ら
れ
る
。
査
し
共
の
論
媛

と
せ
ら
れ
た
所
は
恐
ら
〈
ギ
ッ
デ
イ
ン
グ
ス
以
来
の
米
園
粧
品
開
事
舎
の
偲
統
に
従
っ
て
、
遇
税
を
ハ
ン
ゼ
V

と
讃
ま
れ
、
叉
北
米
移

民
中
の
類
似
名
者
の
出
身
地
域
の
聯
想
か
ら
丁
抹
人
と
書
か
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
斯
う
云
っ
た
事
情
を
米
合
衆
幽
に
於
け
る
書

十
九
世
記
末
葉
の
人
口
論
者
ハ

Y

セ
ン
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

ノ、

九

。
七

第
四
競

*現存濁逸人の所在に就ては Degene:r5¥Ver i5l'b X. A'llSg. Ber}in， ~915に依る。
仰jへばJ:;自クツテンスキー teに間iしではl司書 903頁に 1906-21年の期間は
Berlin-Schöneber耳に居たと誌して~H) 。
米同庄太郎著し現代人心理と現代ヨヒI_ifl寸京都、大正八年、 618頁、参照。6) 



十
九
世
和
末
葉
白
人
口
論
者
山
ン
セ
ン
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

比
芹
四
品
副

ハ
四

O

O 
i¥ 

絡
に
依
っ
て
窺
っ
て
見
る
事
と
し
よ
う
。

一
九
二
九
年
紐
育
に
殻
行
さ
れ
た
-
都
都
枇
合
事
原
論
」
に
は
、

千
ン

7

1

Y

ン
に
依
勺
て
数
十
筒
所
の
ハ
ン
セ
シ
設
引
用
社
見
出

す
の
で
あ
る
が
、
悉
〈

C
E認
の
名
を
の

8-吋
日
に
縦
一
議
し
て
居
る
布
椋
で
る
る
。
そ
こ
で
試
み
に
之
を
米
凶
人
名
酔
菩
に
索
引

L

月

て
見
る
と
、
澗
逸
凶
ハ
ン
ノ

1
7
ァ

l
た
る
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム

【-一一ニ色江戸
Z
E
Z
S
E
V
Z『
問
身
の
悶
節
民
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ン
セ
ン

わ
き
品
。
宮
川
団
指

Z
へ]まい
l
E
C∞
)
佐
見
出
ず
、

併
し
乍
ら
恐
々
の
治
一
点
し
で
問
、
知
ハ
シ
セ
シ
の
砂
州
民
政
牝
恥
か
ら
す
れ
ば
、
枇
似
は
決

し
て
北
米
秒
民
の
中
山
ιλ
小山拍
J
J
4
告
H

い
た
い
泊
ム
J

4
4
も
人
口
論
者
ハ

シ
セ
ン
で
伝
い
と
と
は
明
瞭
で
あ
ム
う
。

序
に
斯
る
人
名
者
誇
の
杜
撰
友
る
例
を
共
の
共
著
者
ソ
ロ
キ
ン
に
求
め
る
と
、
彼
等
を
し
で
ハ
ン
セ
ン
設
を
知
ら
し
め
や
μ
媒
介
者

で
あ
る
ア
ン
モ
ン
に
就
い
て
枇
曾
利
息
一
癖
典
中
に
次
の
如
〈
書
い
て
ゐ
弘
。
即
ち
級
を
〉
S
O
L
e
F【む

K
F
E
E
S
と
し
て
、

経
済
楼

者
ア
ン
モ
ン

K
D
E
f〆
E
E
2戸(
Z
E
l
)
と
人
類
撃
者
ア
ン
モ
ン

C
F
T
V
K
E
M
M
E
P
E
(
】∞品目
l
H
C
E
)
と
を
混
同
し
て
居
る
始
末
で
る
る
。

斯
〈
し
て
ハ
ン
セ
ン
の
何
記
探
索
の
放
に
迂
路
を
辿
っ
た
筆
者
は
、
漸
〈
に
し
て
、
精
逸
語
で
書
か
れ
た
本
を
共
の
机
闘
に
於
け

る
文
献
に
営
っ
て
見
る
事
と
在
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
の
著
書
の
殻
行
地
た
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
同
様
に
出
版
都
市
で
あ
り
、
殊
忙
彼
が
其
の
出
生
地
別
統
計
を
借
用
せ
る
中
狽

の
茶
府
戸
内
山
由
民
一
向
を
誕
生
地
と
す
る
所
の
二
文
献
に
従
ヘ
ぽ
、
我
が
ハ
ン
セ
ン
に
は
人
口
論
著
と
共
に
次
の
著
書
が
あ
っ
た
と
併
記

し
て
居
る
。
題
し
て
「
狗
逸
弊
働
者
と
枇
合
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
云
ひ
、
一
八
九
一
年
の
議
行
で
あ
る
か
ら
、
「
人
旦
二
段
階
論
」
と
二
年

の
間
隔
を
置
〈
の
み
で
あ
り
、
或
は
同
一
人
げ
著
作
か
と
忠
は
し
め
る
に
足
る
様
で
あ
る
が
、
併
し
念
の
伐
に
同
書
を
調
ぺ
て
見
る

と
、
同
姓
同
名
で
あ
り
乍
ら
、
全
〈
異
ふ
人
物
で
あ
る
事
が
分
る
。
若
し
注
意
深
い
限
を
以
て
す
る
左
ら
は
、
先
づ
こ
の
著
者
に
は
皐

Science巧 EuitOTinぐJヨidE. R. R. Selig旧an.

Somkiζ司m】 & z幻1ロ凹Tηmm、e肝r円ma免目n;Princ目，p刊]e旦。fRu凹Ta叫al
pp. 529-604 
Dictionary of American Biogro.ph)'・Editedby D. M.alむnιVol・VIII，N. Y. 
1932， p. 229. 
Encyclopaedia of the Social 
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位
が
友
〈
、
突
に
共
の
副
題
を
「
一
介
の
M

労
働
者
の
共
の
向
僚
に
興
ふ
る
警
告
」
と
し
亡
居
り
、
議
行
の
場
所
が
伯
林
と
・
な
っ
て
ゐ
る

と
い
ふ
三
貼
か
ら
別
人
た
る
を
知
る
世
帯
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
猶
疑
ふ
人
の
潟
に
念
を
入
れ
て
共
の
全
文
に
限
を
通
し
て
見
る
と
、

共
の
序
文
中
に
於
で
こ
の
ハ
ン
セ
ン
は
肉
鑓
弁
働
者
と
し
て
の
自
己
の
経
歴
を
略
述
し
た
る
後
に
、
此
の
僅
か
八
十
茂
に
過
ぎ
ざ
る

小
冊
子
は
自
分
の
出
版
せ
る
最
初
の
著
湛
で
あ
る
か
ら
、
讃
者
の
最
大
友
る
寛
恕
を
希
望
し
て
居
り
可
勿
論
共
本
の
中
で
前
著
を
引

附
し
て
居
る
舎
は
た
い
の
で
あ
る
。

以
上
人
口
論
者
た
ら
ざ
る
三
人
の
ハ
ン
セ
ン
を
事
げ
た
が
、

ハ
ン
セ
ン
博
士
の
姿
は
杏
と
し
て
見
営
ら
守
、
唯
五
日
々
の
知
り
得
た

の
は
恐
ら
く
は
二
十
町
紀
初
頭
ま
で
は
生
存
し
続
け
た
で
あ
ら
う
と
、
十
九
世
紀
末
ま
で
に
死
亡
せ
る
主
要
猶
遜
人
名
簿
中
に
載
せ

ら
れ
て
居
左
い
と
い
ふ
問
陵
た
事
賀
か
角
川
、
推
測
を
ド
し
得
る
ば
か
り
寸
あ
ー
っ
た
。

後
見
さ
れ
た
る
略
俸
の
記
述

• 

抑
と
患
で
誌
の
紹
介
に
際
し
て
何
故
に
著
者
の
傍
記
を
添
ふ
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
問
は
-b
る
と
、
誰
で
も
仲
介
は
必
須
た
も
の
で
は

な
く
、
著
者
を
知
る
は
著
作
を
解
す
る
の
便
宜
的
手
段
だ
v
f
一
で
も
返
答
す
る
で
あ
ら
う
。

五
口
々
も
既
往
の
多
〈
の
ハ
ン
セ
ン
設
紹
介

者
に
於
け
る
が
如
く
、
全
く
之
に
網
打
い
や
に
置
け
ば
よ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
泣
い
が
、
共
で
は
彼
を
人
口
論
者
と
銘
打
っ
て
理
解
す

る
事
ず
ら
埼
路
せ
ね
ば
た
ち
左
い
で
あ
ら
う
。
殊
に
ハ
ン
セ
ン
が
湖
泡
の
人
口
調
各
一
に
於
一
一
同
生
地
項
目
が
附
加
さ
れ
て
以
来
、
之

を
最
も
徹
底
的
に
活
用
し
℃
、
人
口
論
に
於
け
る
圏
内
移
性
や
特
に
部
部
人
口
周
流
の
意
義
を
解
明
せ
る
人
物
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、

仲
畑
更
彼
の
出
生
地
の
不
明
な
る
事
は
作
品
ハ
自
身
皮
肉
で
も
あ
り
、

五
口
々
が
翠
な
る
傍
観
者
と
な
っ
て
了
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
頗
る
幾
念
?

十
九
世
紀
末
葉
の
人
口
論
者
ハ
y

セ
ン
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

第
四
披

O 
九

ノ、

四

Mahnrui 

Vol. II， N. Y. 193(1. I'. 36， c:r. A. ~ìo何kin).
W. Heinsius， Allg;emines Bucher. Le:;i k()!l， Bd. 19.1889-92. A-K. Leipzig， r8 
93， S. 517. Dr. W. J. Gensel; K.at司10耳什erJ3ibliothek der Hundelskammer 
7.11 Leip;>;ig， 1895. rII. (1888-][893)巴 327.. 
Hansen， Georg; Der deutsche: Aτbeitcr und die Socialdemokratie， 
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十
九
世
和
末
葉
の
人
口
論
者
ハ
Y

セ

y
に
就
い
て

第
国
十
九
巻

第
四
銑

ノ、

四

O 

あ
る
と
詞
は
ね
ば
な
ら
ね
。

斯
〈
て
全
〈
五
泉
霧
中
に
迷
へ
る
か
の
如
き
ハ
ン
セ
ン
の
略
停
が
全
ぐ
偶
然
に
も
一
九
一

唯
一
冊
の
恥
か
ら
夜
見
さ
れ
る
に
至
ら
う
と
は
、
夢
想
だ
に
も
し
友
か
っ
た
所
で
あ
る
。
十
以
に
偶
然
の
議
見
と
云
ふ
の
は
、
十
九
世

一
年
の
著
名
物
故
者
履
歴
を
掲
載
せ
る

紀
初
頭
の
毎
年
の
主
要
死
亡
品
刊
を
掲
紋
せ
る
各
径
を
参
加
…
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
メ
同
書
の
筒
翠
左
記
録
に
は
著
蓄
の
布
知
…

す
ら
建
国
ー
い
て
友
い
か
ら
で
あ
る
。
仙
川
に
此
の
人
物
が
川
町
し
て
人
口
二
一
序
論
の
著
符
な
り
や
否
や
は
、
火
山
仰
の
論
説
佐
偽
っ
て
初
め
て

:

:

p

i

l

l

-

‘
.
 

叫
昨

L
E
t
-
Hり
る
b
H
J
E
T
H
E
-
J
1

4
'
l
d
L
i
f
t
-
J
1
7句
↓

山
市
仰
い
ト
仙
川
ぺ
は
こ
の
略
目
刊
の
主
人
公
亡
人
目
前
折
祉
制
引
り
あ
事
を
し
た
い
で

口
/
管
っ
て
む
市
川
?
買
を

• 
一
般
ド
イ
ツ
史
や
最
近
の
澗
品
培
地
闘
を
参
加
し
て
敷
一
仰
す
る
事
と
し
よ
う
。

北
欧
に
突
出
し
て
北
海
と
東
海
(
バ
ル
ト
海
)
と
を
分
け
隔
て

L
居
る
か
の
如
き
ユ

1
ラ
ン
ド
半
島
の
岡
山
部
を
蛇
す
る
要
衝
に
シ
ユ

レ
ス
ウ
イ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
一
刑
公
園
が
る
っ
た
。
此
の
附
図
は
歴
史
的
に
は
州
明
ね
る
「
永
久
に
不
可
分
離
友
る
L
嗣
係
に
る
わ
ノ
た

の
で
あ
る
が
.
一
八
九
五
年
に
キ
ー
ル
運
河
辺
(
E
D
E
児問

5
2
-
が
開
墾
さ
れ
る
や
自
然
に
削
方
の
悔
は
連
絡
せ
ら
れ
、
地
別
的
に
は

シ
ヴ
{
レ
ス

ウ
イ
ヒ
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
分
れ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
共
に
島
国
に
化
し
た
と
も
訊
ひ
符
ら
れ
よ
う
。
掠
こ
の
迩
何
を
ウ

イ
ル
ヘ
ル
ム
帝
運
河

Fw一ωぬ
7
4
ξ
=
F
巳

E'F内
Emw-
と
稿
し
奉
る
の
は
、

と
れ
よ
り
嚢
の
一
八
八
一
年
に
む
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
・
ホ
ル
ス
ク

イ
ン
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
七
世
の
女
、

ア
ウ
グ
ス
テ
・
ヴ
ィ
タ
ト
り
ヤ

〉
E
田
口
出

Z
J
N
F
r
5江
戸

(
z
g
i
-
S
H
)
と
御
成
婚
遊
ば
さ
れ
し
ウ
イ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
羽
目
r
o
E
H
H
(戸
田
町
田

l
l

)
が
、
共
の
白
苦
情
御
邸
位
後
に
於
け
る
大
海
軍
横
張
計
幸
町
に
去
か
せ
ら
れ
た
御
事
業
で
あ

ら
せ
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
か
。
斯
る
因
縁
を
有
す
る
に
至
っ
た
運
河
を
、
表
し
東
海
に
臨
む
キ
l
凡
軍
港
か
ら
西
へ
と
這
入
ワ

て
行
く
と
す
れ
ば
、
数
十
粁
の
航
程
で
都
邑
レ
ン
ズ
プ
ル
グ
に
建
し
、
更
に
西
へ
五
粁
徐
り
運
何
沿
ひ
に
進
め
ば
、

北
岸
に
首
っ
て

eines deutschen Arbeiters an seine Genossen， Ber:i町，，891，S. VI. 
Allgemeine Deutsche Biograpie， Generalregisterg Bd. 56. IIerausgaben dUTCh 
oIe historische Commission bei der Konigl. Akad引ni(~ der Wi品 enschaften
Munchen und Leip日g，1912， S. 122. 
Biographisches Jahrbuch llnd Deubcher NeI口olog~， ll.enmsgegeuen von Anton 
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コ

l
ピュ

ル
と
稿
し
た
村
落

z
o
r
E
ニ
寸
・
同

gAF一
)
巴
『
耳
を
見
山
内
す
で
あ
ら
う
。

此
虚
は
現
在
は
ヌ

1
ベ
ル

Z
E
Z
=
と
師
併
せ
ら
れ
て

居
る
が
、
之
が
問
題
の
が
オ
ル
ク
・

ハ
ン
セ
ン
の
誕
生
地
で
あ
り
、
時
は
一
八
二
六
年
九
月
六
日
で
る
っ
た
。

世
に
子
た
き
人
は
あ
っ
て
も
親
友
き
子
は
な
い
管
で
は
あ
る
が
、

が
オ
ル
ク
の
両
親
に
就
い
て
は
幼
少
時
代
に
於
け
る
彼
の
生
立

L
」
共
に
全
〈
知
る

Emも
な
い
の
で
あ
る
。

此
聞
の
事
怖
を
柿

在
口
々
は
唯
蛍
時
に
於
け
る
風
当
念
な
る
北
欧
の
一
心
へ
地
か
ら
畑
山
像
し
て
、

足
し
て
見
る
に
過
ぎ
友
い
。

共
同
州
漸
く
表
へ
を
見
せ
始
め
た
と
は
云
へ
猶
老
た
附
た
る
は
織
を
示
せ
る

I
妹
一
七
凶
と
、
新
興
の
意
気

に
燃
ゆ
る
が
如
き
斡
魯
岡
下
一
園
や
中
欧
に
隠
然
た
る
勢
成
宇
一
心
刊
す
る
壊
太
利
帝
闘
の
三
岡
が
相
矧
玄
せ
る
問
に
介
在
し
て
、

シ
4
{

レ

ス
ウ
イ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
公
川
閣
の
運
命
は
決
し
て
安
得
た
る
也
市
は
な
か
っ
た
。

一
八
四
八
年
時
の

γ
除
同
主
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
八
川
波
ぜ
ら
る
k
や
w

十
比
一
品
川
ハ
支
配
事
刊
が
泣
か
れ
日
に
川
2

川
知
十
」
氷
の
れ
合
副
シ
ユ
レ
プ
咋
/

イ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
臨
ま
ん
と
し
た
の
を
契
機
と
し
て
ャ
忽
ち
と
の
附
公
闘
に
狛
a
A
戦
争
の
焔
が
燃
え
摘
が
り
、
幾
度
か
他
円
岡
山
め

帰
京
と
北
ハ
の
軍
隊
の
力
に
依
る
「
旅
ー
か
ら
の
濁
立
成
就
と
共
と
の
休
戦
位
体
的
と
を
繰
返
し
た
る
椴
様
で
あ
る
が
、
後
に
再
び
了
抹
竿

の
侵
略
す
る
所
と
友
り
、
遂
に
は
シ
エ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
が
完
全
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
か
ら
分
離
さ
せ
ら
れ
る
の
盈
日
に
す
ら
逢
っ
た
の
で

と
れ
に
激
昂
し
た
雨
図
民
は
此
度
は
全
く
鮒
逸
軍
隊
に
依
存
せ
す
、
自
力
で

I
抹
と
戦
端
を
聞
き
散
々
に
曲
中
川
慨
さ
れ
て
了
つ

や
一
事
が
あ
る
匂

あ
る
。共

の
時
は
一
八
五
一
年
で
あ
り

シ
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
聯
合
軍
の
一
粥
校
と
し
て
帆
凶
の
翁
に
戦
ひ
っ
h

あ
っ
た

ヂ
オ
ル
ク
・

ハ
ン
セ

y
が
、
戦
傷
の
套
日
乞
見
出
し
た
の
は
、
首
都
シ
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
の
北
郊
十
粁
徐
り
離
れ
た
イ
ド
ス
テ
ッ
ド
の
曾

戦
に
於
て
ピ
あ
っ
た
。
斯
〈
て
齢
二
十
五
に
過
ぎ
た
い
青
春
の
身
を
名
裂
の
負
傷
に
扶
た
へ
つ
弘
、

共
後
如
何
に
夏
生
の
歩
み
を
悩

十
九
世
紀
末
葉
の
人
口
論
者
ハ
ン
セ
ン
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

第
凶
競

六
回

:Bettelheim. Bd. XVI. (Totenli:-，te vcnJ:' L Januar bis 31. Dezemher， 19II) 
S. 29， Berlin， 1914・
Ltld~ig Ibh-n; -Leitfaden der vaterläodi::;cheI~ _G~schiçhte_，~erl_in， 19:'~. 
Mever's Le:<ikon， Bd. 12・Atlas.19_i6. S. 1 1. Mecklenburg lmd Schle::.w.-l王olstein.
秋山六郎兵衛若 L概観ドイツ史寸 2~;S--:23jlT、参照。
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十
九
世
紀
末
葉
白
人
口
論
者
ハ

y
セ

y
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

六
四
四

第
凶
披

ん
だ
か
の
径
路
は
全
く
記
録
さ
れ
た
る
資
料
を
侠
ぐ
の
で
、
吾
々
は
之
以
上
絞
漣
山
川
来
た
い
の
を
残
念
に
忍
ふ
。

併
し
乍
ら
似
の
永
室
生
挺
は
狛
こ
れ
か
ら
始
ま
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
今
暫
ら
〈
シ
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
Y

の
歴
史

事
情
を
背
景
と
し
て
、
彼
の
姿
を
追
求
し
で
見
ょ
う
。

ハ
ン
セ
ン
が
前
半
生
の
運
命
を
共
に
し
た
小
さ
を
阻
岡
シ
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
・

ホ
i
y

ス
グ
イ
ン
公
闘
は
、

一
八
六
四
年
に
五
勺
て

G
 

一
胞
は
「
抹
の
聴
許
か
ら
離
脱
し
た
け
か
ど
も
、

之
ド
代
。
て
事
質
上
は
普
威
一
附

闘
の
勢
力
範
聞
と
し
亡
夫
々
削
-
哉
さ
号
、

P也
九
叩
に
あ
り
、

こ
の
附
公
闘
の
不
可
分
制
係
は
拝
公
危
険
に

d
J川
、
だ

ο
一
円
あ
る
が
、

遂
に
幸
に
も
一
八
六
六
年
の
地
日
塊
戦
争
以
後
に
於
て
、

こ
の
両
地
域
は
完
全
に
一
一
紡
に
な
っ
で
拙
H
凶
を
国
主
と
す
る
北
狗
泡
聯
邦
に

A
口
憶
し
、

一
八
七
一
年
以
後
に
於
け
る
大
澗
逸
帝
国
を
.
瓦
口
々
は
ゲ
オ
ル
ク
・
ム
ン
セ
ン
の
大
き
な
組
閣
と
見
倣
し
得
る
に
至
っ
た
。

斯
〈
で
こ
の
新
気
運
に
融
和
し
、
明
州
市
泌
氏
族
と
し
て
更
生
し
来
っ
た
伎
は
、
既
に
新
教
牧
師
と
し
て
の
素
養
も
る
っ
た
か
ら
で
は

る
ら
う
が
、
忽
ち
に
し
て
伯
林
に
於
い
て
宮
中
牧
師
長
の
地
位
に
昇
進
し
て
居
た
模
様
で
あ
る
。
耐
一
隔
は
糾
へ
る
縄
の
却
し
と
い
ふ

一
介
の
宮
庭
併
の
峨
に
逆
灰
り
し
た
も
の
L

如
く
で
る
あ
。
此
事
責

警
へ
に
洩
れ
や
、
彼
が
五
十
歳
の
時
に
そ
の
地
位
を
退
い
て
、

は
恐
ら
〈
時
の
宰
相
ピ
ス
マ
ル
ク
の
宗
教
断
陸
に
で
も
器
国
す
る
の
で
あ
ら
う
が
、
委
側
は
空
想
を
許
さ
友
い
。

そ
こ
で
王
口
々
は
比
パ

の
後
の
一
世
代
の
空
白
を
彼
の
体
記
に
残
し
て
置
〈
外
は
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

ヂ
オ
ル
ク
・
ハ
ン
セ
ン
の
一
生
に
於
け
る
出
来
事
と
し
て
は
戦
傷
と
職
業
の
二
つ
を
知
っ
た
以
外
に
は
な
〈
、
彼
の
婚
姻
閥
係
従

っ
て
子
孫
の
有
無
に
闘
し
さ
も
全
く
不
分
明
在
る
億
に
、

}L 

一
年
一
月
十
七
日
に
浦
八
十
四
歳
凹
ヶ
月
、

日
本
流
の
数
へ
午
で

は
八
十
六
歳
の
高
齢
に
て
永
眠
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
場
所
は
中
猫
の
オ
ー
バ
ー
フ
ラ
ン
ケ
ン
州
内
の
チ
ユ
1
リ
ン
ヂ
ン
寄
り
の
静

-vかた
る
町
コ

1
プ
ル
グ

日内

C
E
a
に
於
て
ぜ
あ
っ
た
。

と
の
町
は
寅
に
蓄
バ
イ
エ
ル
ン
王
園
の
北
端
に
位
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

Hansen， Georg， aJs 0伍zierd. schlesw.-holst. Arrne:e 
verwundet. 
L. I-Iahn; a. a. O. Aufl. 25. S. 227. 
Ifansen， Georg， Dr. theol.. Oberhofpreo.， 50 J ahre ko"l) 日。f~~ei5tl.
KirchlicllCS Jahrbuch， 38659，時Il)怒納はこの致1!門部に依る升は制査
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以
上
大
健
に
於
て
事
賓
の
費
生
順
陀
港
べ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
洩
る
疑
問
は
彼
が
何
時
頃
に
神
事
博
士
宮
・

52-

友
っ
た
か
に
閥
融
制
し
て
ゐ
る
と
ぷ
は
れ
る
か
ら
、
五
日
々
は
之
を
次
節
に
於
て
詮
索
す
る
で
る
ら
う
3

回

惇
記
補
遺
の
論
嬢

上
述
の
略
停
に
於
て
、
戟
傷
の
時
は
史
寅
に
鑑
み
て
一
八
五
一
年
従
っ
て
彼
の
二
十
五
歳
と
推
定
し
得
る
し
、
宮
中
牧
師
長
よ
り

宮
庭
併
侶
に
た
り
下
っ
た
の
は
彼

ω
五
十
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
犬
慨
に
於
て
一
八
七
六
年
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
川
紳
風
十
博

士
の
稀
按
獲
得
の
如
き
個
人
的
事
責
は
一
般
歴
史
上
か
ら
は
推
察
も
出
来
た
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
神
事
博
士
は
或
は
地
位
や
職
掌

柄
興
〈
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
一
八
七
六
年
以
前
で
あ
る
が
、

山

L
、
う
N
r
z
r
L
R
W市
川

y
~
3

4
」ノ

r
U
E一

AL4
一
副
司
/
バ
V

活
ら
〈
士
沖
製
均
伎
寄
り
淀
川
忙
河
川
あ
ら
う
れ
ら
、

J

l

J

4

J

J

;

:

f

j

-

【

;

川
叩
~
市
川
固
め
氾
一
へ
で
み
市
。

f
L
:
1
4
M
J
I

・
r
J
?
L
〉

t
-
2
;十
作

η
‘

』

-

f

l

J

J

J

抑
，
』

F
H
J
Uれ
内
刈
ノ
グ
対
日
付
1/
に
拘

2
7
4
も
む
と
阿
見
町
怖
さ
hu
れ
花
で
ま

ι一よ

二
五
二
七
年
終
末
に
於
け
る
新
教
運
動
に
針
ナ
る
7
ゥ

グ
ス
プ
ル
グ
の
役
割
」
友
る
論
文
が
縫
表
さ
れ
た
の
は
，

一
八
八
一
年
の

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
於
い
て
ピ
あ
っ
た
。

此
の
事
貨
を
掲
げ
た
悌
蘭
西
人
の
文
献
に
は
明
ら
か
に
「
人
口
三
序
論
」
を
前
記
紳
皐
論
文
と
同

一
著
者
の
作
だ
と
見
倣
し
て
居
る
の
品
、
頗
る
意
味
深
く
思
は
れ
る
。

五
日
々
は
今
こ
の
神
間
学
に
闘
す
る
論
文
を
参
照
し
符
な
い
の
?

確
言
す
ぺ
き
で
は
左
い
で
あ
ら
う
が
、
併
し
濁
泡
人
の
文
献
中
に
事
げ
ら
れ
た
小
冊
子
よ
り
も
、
仰
人
の
指
指
せ
る
こ
の
小
論
文
の

方
が
一
一
居
我
が
ハ
ン
セ
ン
に
似
合
っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。

さ
れ
ば
一
七
七
六
年
以
後
伯
休
に
於
け
る
柴
臓
を
離
脆
せ
る
彼
が
北
濁
逸
よ
り
南
澗
逸
へ
移
住
せ
る
際
の
最
初
の
事
問
的
成
果
、
と

し
て
こ
の
紳
皐
論
文
を
認
め
て
も
差
支
泣
い
で
あ
ら
う
。
時
に
五
十
五
歳
に
達
し
て
ゐ
た
ハ

V

セ
y
は
こ
の
論
文
を
契
機
と
し
て
皐

十
九
世
粗
末
葉
白
人
口
論
者
ハ
ン
セ

y
に
就
い
て

六
四
五

第
四
披

第
四
十
九
巻

一
一

.l-
」

方法がないのであるが、未だ参照(7:，槻曾を得ないのは遺憾である。
Dr. Geor宮 IIansenj Der Anteil AU!r当burg:san der evan耳elischenBewegung 
bis 7.um Schluss des Jahres 1527， iIAUnc.hen， 1881. In..go 32_ J:' 
Paul -C~ti~-，-J~d由ur; Catalog~~-g~Jl èral des Uvres imprimes de la bibl凶 hequt'
nationale， Torne LX VIII， Pa口付 I守~.g，日. .516. 
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十
九
世
紀
末
葉
白
人
口
論
者
ハ

Y
セ

y
に
就
い
て

第
四
十
九
餐

第
四
披

四

六
四
六

間
的
精
進
宇
一
締
一
行
し
、
共
の
頃
の
人
口
統
計
製
的
諸
著
作
が
緯
と
た
り
、
既
往
の
人
生
館
験
が
粧
と
し
て
織
り
込
ま
れ
て
、
六
十
三

歳
の
時
比
漸
く
次
の
人
口
論
者
と
し
て
結
晶
し
た
占
考
へ
ら
れ
る
。
晩
撃
た
る
紋
が
還
暦
の
齢
hz
超
え
て
後
に
、
中
部
敵
刷
仰
を
東
流

し
塗
に
は
黒
海
に
注
げ
る
ド
ナ
ウ
河
遊
な
る
ノ
イ
プ
ル
グ
で
と
の
著
述
を
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
共
の
後
八
年
を
経
過
し
、

一
歳
に
し
て
枠
制
袈
傑
と
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
帝
安
閑
書
館
に
勤
務
し
て
居
っ
た
と
し
て
も
、
何
等
不
尽
議
で
は
む
い
。

又
紋
の
晩

戸円、ノ、
d

χ

l

L

1

3

同

し

v
k

、

主

司

14
主
JJん

cvl司才
'E

〉
九
凡

4
!正
vqhリ
ι
も
引
り
こ
と
s
¥
3
4
4
行

ct-二日
U
Eえ
い

F
一、
f
L
E
斗

「

J

J

-

一
白
コ
ヨ
》
O

U
ψ
事-一↓

zt剣
明
白
羽
引
必
す
が
ん
メ

E
f
z
J盟
主
ト
ト
司
一
旦
戸
崎
4
c
-
Z
F
E
1
J
;
7
寸

4
d
c
-
a
，

H-rJhJ河正一

喜
』

l
喜

グ

ソ

チ

シ

ス

キ

聞
の
紹
介
批
判
と
論
争
が
所
謂
る
墜
堕
を
背
景
と
し
、
教
臓
に
従
事
す
る
隈
者
の
み
に
特
に
願
著
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ハ
ン
七
ン
の

如
き
宗
教
的
世
間
外
に
在
っ
た
者
に
採
っ
て
は
、
世
上
の
鍛
啓
一
袋
阪
の
如
き
は
何
紘
一
寸
意
に
介
す
る
必
要
も
た
か
っ
た
と
云
へ
ょ
う
。
況

し
て
や
彼
の
人
口
理
論
に
執
り
で
は
時
と
所
の
差
異
に
拘
ら
中
都
市
人
口
二
代
更
新
の
一
有
無
に
闘
す
る
計
算
の
成
立
す
る
か
否
か

は
、
共
自
身
既
に
問
題
と
す
る
に
足
り
友
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
ら
品
川
。

吾
K

は
最
後
に
ハ
ン
セ
ン
の
著
作
中
に
引
用
さ
れ
た
る
文
献
又
は
用
語
が
、
上
述
の
時
停
と
矛
盾
せ
ざ
る
所
以
を
指
摘
し
て
、

の
略
体
と
著
作
止
を
結
付
け
る
論
援
と
し
た
い
と
忠
ふ
。

彼
が
シ
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
生
れ
な
る
事
責
は
、
姓
名
の
地
域
的
分
類
か
ら
も

大
鰐
首
肯
さ
れ
る
如
く
で
は
あ
る
が
、
彼
の
人
口
に
開
す
る
著
作
中
に
慣
用
さ
れ
た
る
謀
伺
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
系
統
出
♀
号
笠
間
『
で

吾
々
外
国
人
に
は
一
」
リ
判
断
し
粂
ね
る
黙
で
あ
る
。
併
し
幸
び
に
も
彼
が
欧
洲
各
閣
の
人
口
史
を
験
器
脱
し
た
る
掌
に
於

あ
る
と
は
、

て
之
を
知
る
事
が
出
来
る
。

し
で
も
居
ら
歩
、

郎
ち
ハ
シ
セ
ン
は
英
米
の
文
献
は
悉
く
調
逸
話
の
誇
本
を
参
照
し
て
居
り
、
品
川
蘭
酉
語
の
文
献
は
利
用

(
註
)

又
悌
語
を
解
し
て
居
ら
ね
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
に
、
相
側
り
和
蘭
を
論
じ
た
る
担
額
合
に
限
内
J

て
、
繭
語

ZOLめ『
Epa

r
E
n
F
を
共
俸
に
引
用
し
て
居
る
事
責
は
こ
の
著
者
の
鮮
し
待
た
言
語
を
北
ド
イ
ツ
系
統

Z
Z
O
M
-
-
S
E
n
-
w
と
推
定
せ
し
む
る
所
以
と

士;
十
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友
ら
う
。

と
れ
が
出
生
地
と
著
作
に
現
は
れ
た
る
言
葉
と
の
闘
聯
の
一
端
で
あ
る
』

(
註
)
ハ
ン
セ
ン
は
其
著
書
中
(
四
O
一
二
貝
)
に
ル
イ
十
四
世
F
z
r
v
n
同
司
が
ル
ド
ウ
イ
ヒ

F
C
L
Z
R
U
M
A
H
J
1

と
諜
植
さ
れ
て
ゐ
る
σ

こ
れ
を
以
て
悌

蘭
西
語
を
知
ら
ぬ
と
一
再
・
山
は
些
か
酷
に
過
ぎ
る
で
あ
ら
う
が
、
少
く
と
も
之
と
親
し
ま
な
か
っ
た
事
が
彼
の
白
身
地
を
中
濁
宇
商
潤
と
区
別
す
る
所
以

と
見
倣
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

突
に
ハ
ン
セ
ン
の
著
作
の
源
泉
資
料
と
な
っ
た
書
籍
の
設
行
年
次
か
ら
、
大
約
乍
ら
彼
の
人
口
論
考
察
の
時
期
を
推
定
し
て
見
る

事
と
す
る
。
先
づ
莱
府
市
の
出
生
地
別
毎
五
歳
階
級
別
人
口
統
計
材
料
の
公
表
さ
れ
た
る
一
八
七
七
年
ゃ
、
マ
ル
サ
ス
人
口
論
の
濁

町

議
刊
行
の
一
八
七
九
年
に
始
ま
り
、
エ
ッ
チ
ン
ヂ
ン
の
道
徳
統
計
撃
の
褒
行
さ
れ
た
る
一
八
八
二
年
ゃ
、
マ
イ
ヤ
1
の
パ
イ
ヱ
ル
ン

人
口
に
闘
す
る
統
計
蓄
が
共
後
も
別
人
に
依
り
て
繕
承
し
績
刊
さ
れ
た
晶
一
八
八
三
年
に
終
る
頃
が
、
犬
山
慌
に
於
て
ハ
ン
セ
ン
の
考

王
て
汗
小
札
つ
羽
仁
!
日

t
t
と

5
J
3
4
H
T
う
コ

3
0

r
t
h
v
'
v二

'
U
F
E
，W
M
f
:
J
h
吋
/
ペ

n
M
Hハ
1
4
d一
L
4

若
L
ハ
y
」

T

Y

の
一
川
動
的
教
誌
の
徴
去
を
似
山
人
口
出
一
州
背
中
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
パ

イ
エ
ル
ン
諸
都
刊
に
於
け
る
剥
世
間
剛
毅
徒
の
地
域
前
分
布
の
差
制
民
を
、
各
都
市
の
凋
郊
に
あ
る
間
余
地
方
の
信
教
師
相
成
で
解
説
し
、

以
て
都
齢
人
口
周
流
の
傍
詮
と
し
て
ゐ
る
黙
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ら
丸
。

此
の
際
に
於
て
既
述
の
一
川
製
論
文
の
引
用
が
震
さ
れ
た
か

っ
た
迎
由
は
、

恐
ら
〈
共
の
必
要
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
し
、
共
の
人
口
論
著
に
患
に
博
士
と
の
み
書
い
て
紳
撃
博

士
と
断
ら
・
泣
か
っ
た
所
以
も
、
紳
嵐
?
に
闘
す
る
著
蓄
に
非
ざ
る
以
上
頗
る
自
然
の
首
肯
さ
れ
得
る
庭
置
で
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

猶
ハ
ン
セ
ン
の
若
き
時
代
に
於
け
る
戦
争
の
髄
験
が
如
何
に
彼
の
人
生
観
の
中
に
漆
出
し
て
居
る
か
を
、
著
書
に
於
け
る
結
語
「
人

口
周
流
と
文
事
」
た
る
幸
中
に
探
っ
て
見
ょ
う
c

彼
は
狽
逸
に
於
け
る
十
三
世
紀
の
第
一
吹
文
撃
時
代
が
十
字
軍
逮
征
の
治
蔭
で
あ

る
と
し
た
と
同
様
に
、
第
三
次
の
文
皐
時
代
は
十
八
世
紀
の
所
謂
る
三
十
年
戦
争
に
負
ふ
も
の
で
る
る
と
語
つ
先
後
に
於
て
、

雨
方
の
揚
合
に
於
い
て
戦
争
の
影
響
は
人
口
周
流
の
促
進
で
あ
る
と
漣
ぺ
て
ゐ
乱
。
斯
く
の
如
〈
戦
争
に
封
ず
る
肯
定
的
た
る
観
念
と
の

十
九
世
抱
末
葉
白
人
口
論
者
ハ
Y

セ
y
に
就
い
て

第
四
十
九
巻

六
四
七

第
四
競

五

Bu reau.s der S tadt 
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十
九
世
粗
末
棄
の
人
口
論
者
ハ
ン
セ
ン
に
就
V
て

六
四
八

フぞ

第
四
按

品
押
印
十
九
巻

の
獲
露
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
、
欧
洲
大
戦
の
最
中
に
特
に
ク
レ

1

7

1
に
依
る
本
著
作
の
複
刻
が
試
み
ら
れ
た
の
で
も
あ
ら
う
か
。

斯
〈
て
北
濁
に
生
を
享
け
た
彼
が
、
戦
場
か
ら
宮
庭
の
官
峨
へ
移
り
、
後
に
南
獅
に
住
む
や
パ
イ
ヱ
ル
ン
を
研
究
地
盤
と
せ
る
人

口
論
の
著
述
を
出
し
、
晩
年
を
中
狗
に
於
け
る
静
か
た
る
宗
教
的
環
境
に
怠
っ
た
と
い
ふ
生
撲
を
概
観
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
。

.:0. 

続i

f三三，.
IIIlIl 

以
上
襲
之
、

ハ
ン
セ
ン
の
仰
記
の
判
明
せ
ざ
る
迎
向
を
或
は
彼
が
世
の
中
か
ら
か
〈
れ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
と
か
、
若
し
〈
は
著

者
の
運
命
が
然
ら
し
め
た
の
で
あ
ら
う
か
ら
致
し
方
が
友
い
と
諦
め
て
了
ふ
事
を
止
め
て
、
主
ベ
の
著
書
設
行
さ
れ
て
上
り
五
十
年
を

満
願
の
機
舎
と
し
て
、
何
虎
ま
で
も
宿
命
の
著
者
の
姿
を
追
求
す
る
事
に
依
り
、
遂
に
恐
ら
く
は
原
著
者
及
ら
ん
と
推
定
さ
る
L

人

物
の
略
停
に
巡
り
逢
ふ
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
概
略
乍
ら
之
を
前
後
の
歴
史
闘
係
か
ら
解
説
を
試
み
、
突
い
ぜ
彼
を
以
て
人
=

三
序
論
の
著
者
と
見
倣
す
迎
由
を
若
干
奉
げ
て
来
る
事
に
依
り
、
愈
々
共
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

顧
み
て
類
似
同
姓
名
多
き
ハ
ン
セ
ン
の
中
か
ら
、
斯
々
の
人
物
は
こ
の
人
口
論
の
著
者
に
あ
ら
や
と
論
詮
す
る
揚
合
は
比
較
的
に

簡
単
に
済
む
様
で
る
る
が
、
最
後
に
唯
一
無
二
の
が
オ
ル
ク
・
ハ
ン
セ
ン
を
確
認
す
る
場
合
は
決
し
で
容
易
で
は
な
い
。
従
っ
て
と

の
ハ
ン
セ
ン
の
略
停
に
闘
ず
る
さ
L
や
か
友
る
考
詮
も
決
し
て
断
定
的
な
も
の
で
は
左
い
。
唯
蓋
だ
暫
時
的
注
意
見
に
過
ぎ
友
い
と

は
申
し
乍
ら
、
猶
筆
者
の
主
張
し
た
い
の
は
、
多
く
の
読
者
が
著
者
と
著
書
の
蓮
命
を
混
同
す
る
事
た
く
、
少
く
と
も
こ
の
ヂ
オ
ル

ク
・
ハ
ン
セ
ン
が
人
口
三
序
論
の
著
者
に
あ
ら
十
と
論
設
し
得
る
人
が
出
る
に
至
る
ま
で
は
、
永
久
に
こ
の
紹
介
を
信
じ
て
こ
の
著

作
を
新
し
〈
繕
議
す
べ
き
と
と
で
あ
る
。
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‘P
 

F
オ
ル
ク
・
ハ
ン
セ

y
は
自
著
の
序
文
を
結
ぷ
に
営
っ
て
日
ふ
叫

「
海
沌
た
る
政
治
的
見
解
に
秩
序
を
貸
さ
ん
と
す
る
余
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
か
否
か
の
判
読
は
全
く
読
者
に
委
ね
ら
る
べ
き
で

あ
ら
う
。
兎
に
も
角
に
も
著
者
と
し
て
は
正
し
い
進
路
を
踏
み
締
め
て
来
た
積
り
で
あ
る
か
ら
、
首
尾
一
貫
を
依
ぐ
設
で
ち
る
と
の

非
難
は
恐
ら
く
受
け
た
い
で
済
む
で
あ
ら
う
。
」

斯
の
如
ぐ
著
作
目
的
以
外
に
は
殆
ん
ど
諮
ら
や
、
結
目
前
の
判
断
を
読
者
に
侠
つ
の
謙
譲
た
る
態
度
中
一
一
不
し
、
著
者
一
身
の
事
羽
K

闘
し
で
は
序
文
中
に
一
一
一
一
一
回
も
燭
れ
て
居
ら
ぬ
に
も
拘
ら
や
、

共
の
自
説
を
信
や
る
事
の
尽
き
に
王
口
々
は
深
ぐ
打
た
れ
る
の
み
で
あ

る
。
蓋
し
ハ

y

セ
ン
な
る
人
物
は
内
町
的
に
は
稀
有
の
深
味
を
湛
へ
乍
ら
、
外
国
的
に
は
何
等
の
粧
ひ
も
見
せ
友
い
と
云
ふ
が
如
宝

L
K
段
R

認
。
一
包
マ
円
一
P
一日

br
し
か
お
も
ひ
が
あ
り
、

!
I
H
-
-

〈

『

J
4
2
ィ

l

l

〈

;
i

川
社
自
己
凸
目
的
や
賢
一
名
に
朝
一
寸
志
什
偽
に
級
建
い
入
山
刊
で
あ
づ
た
の
で
あ
ら
う
つ

然
ら
は
斯
の
如
〈
絞
め
素
性
を
抗
出
す
行
潟
は
或
は
先
賢
の
誌
徳
に
戒
を
負
は
す
も
の
で
は
左
い
か
を
さ
へ
長
れ
る
制
服
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
彼
が
精
魂
を
凝
ら
せ
る
結
品
と
思
は
れ
る
著
作
は
殻
表
さ
れ
て
か
ら
認
に
五
十
年
、
仮
令
普
通
の
意
味
で
の
献
鮮
は
全
く
友

い
に
し
て
も
、
序
文
に
於
て
判
讃
を
一
任
さ
れ
た
る
説
者
即
ち
狽
逸
岡
民
は
一
関
何
を
以
て
波
陀
報
ぴ
た
で
あ
ら
う
か
。

彼
の
著
作
の
評
債
に
就
い
て
は
別
に
述
べ
る
積
り
で
は
る
る
が
、
彼
自
身
或
は
世
を
遁
窺
せ
ん
と
す
る
意
識
の
有
無
を
詮
索
す
る

必
要
も
左
〈
、
唯
既
に
護
表
さ
れ
た
る
著
作
は
今
日
と
雄
も
猶
複
郁
た
る
香
気
を
愛
し
て
居
る
限
り
は
於
て
、
被
の
奥
床
し
い
金
生

涯
が
偲
ば
れ
る
の
は
、
誠
に
自
然
の
成
行
と
し
て
宥
恕
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
一
以
に
敢
て
不
備
た
る
停
記
を
添
へ
る
の
も
、

原
著

者
へ
の
敬
愛
の
哀
惜
に
外
な
ら
ヂ
、
之
に
依
り
て
一
般
俗
衆
の
限
か
ら
全
ぐ
者
過
さ
れ
、
線
て
は
忘
却
の
淵
に
沈
倫
し
岡
市
て
ん
と
し

て
ゐ
た
十
九
世
紀
末
葉
の
一
人
口
論
者
な
る
我
が
ハ
ン
セ
ン
に
針
し
て
、
世
の
有
識
者
の
根
強
き
闘
心
を
他
付
け
得
れ
ば
、
本
文
の

十
九
世
絶
末
葉
の
人
口
論
者
ハ
ゾ
セ

γ
に
就

ρ

第
四
十
九
巻

六
四
九

第
四
披

七

IIansen， a. a. O. S. V. 



十
九
世
粗
末
葉
白
人
口
論
者
ハ
ン
セ
Y

に
就
い
て

第
四
十
九
巻

六
五

O

第
四
掠

J、

使
命
も
亦
建
成
さ
れ
る
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

ーー.~、

迫

言己

因
み
に
諮
る
と
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば

彼
の
博
記
を
探
求
す
る
こ
と
絞
に
数
年
、

途
に
と
の
略
停
hr
見
出
し
て
よ
り
後
も
猶

主ド
ヰ11"
Mf~ 
ロコ
矧
rm 
1(: 

こ
の
説
日
制
柏
山
一
肌
著
者
と
し
て
枕
古
川
悦
認
す
る
に
去
る
迄
代
怪
物
一
サ
ね
ば
た
ら
た
が
っ
た
の
び
あ
る
が
、
山
肌
の
生

誕
以
来
櫛
百
十
一
一
一
年
従
っ
て
第
百
十
四
問
自
の
誕
生
日
を
氾
へ
た
る
軟
に
常
ペ
て
、
紋
の
叩
伯
作
中
め
第
一
一
一
瓶
一
第
八
辛
に
於
い
ず
一
、
第

十
九
世
紀
に
於
け
る
、
濁
逸
の
現
欣
を
綬
遁
せ
る
際
に
J
M
m
も
本
文
の
問
題
と
せ
る
シ
ユ
レ
広
市
イ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ユ
タ
イ
ン
州
の
農

業
献
態
に
言
及
し
て
、
徐
り
に
も
明
瞭
に
此
庭
を
我
が
故
郷
と
呼
ん
で
ゐ
る
事
責
を
知
っ
た
莞
ぴ
を
・
我
が
讃
宥
に
払
頒
ち
た
い
の

で
る
る
。

若
し
之
を
以
で
既
漣
せ
る
が
如
き
本
論
詮
の
迂
澗
さ
を
責
め
る
人
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

ハ
ン
セ
ン
自
身
が
こ
ん
な
問
所
に
於
て
共

の
出
身
地
を
語
っ
て
居
ょ
う
と
は
、
解
説
者
に
採
っ
て
全
く
の
不
完
で
あ
っ
た
と
認
め
る
と
共
に
、
原
著
者
す
ら
も
斯
る
結
果
を
見

透
し
て
居
た
誇
で
は
友
か
っ
た
と
謂
は
ね
ば
た
ら
ね
。
何
故
左
ら
ば
単
に
地
名
の
み
を
卑
げ
れ
ば
足
る
場
合
に
於
て
、
猶
不
知
不
識

の
聞
に
営
該
地
域
と
個
人
と
の
一
宿
縁
を
漣
ベ
ね
ば
な
ら
左
か
っ
た
所
に
、
資
に
た
く
ま
ざ
る
人
間
性
の
流
露
に
鰯
れ
得
た
る
心
地
が

し
て
、
持
た
感
慨
無
量
左
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
敢
て
之
を
附
記
す
る
所
以
は
、

一
に
は
る
一
す
ん
の
論
調
を
破
ら
ぬ
震
で
も
あ

り
、
他
面
に
於
て
は
こ
の
研
究
の
時
間
的
経
過
を
白
ら
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
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